
発達支援コラム⑫ 

  

子どもたちの健やかな発達や実りある学習に繋がるよう、 

通級指導教室「まなびの教室」夏目
なつめ

徹也
てつや

先生によるコラムを 

連載しています。 

 

問合先 こども相談センター 

 TEL６２６-１１６５  FAX６２６‐２１８７ 

 

 

 

 

■どんな力？ 

「ことば」は、自分の気持ちを周りに伝

える大切なものです。「音韻意識」とは、

簡単に言うと「りんご」は、「り」「ん」

「ご」という３つの音でできているという

ことがわかることです。感覚ではないので

すが、子どもの育ちの中で大事にしたいこ

とです。 

 

うまく育っていないと 

●「ことば」を使って話したり、人の話の

内容を理解しにくかったりする。 

●人と関わることが消極的になる。 

●絵本や児童書などを聞いたり、読んだり

することが楽しくなくなる。 

 

うまく育つと 

●聞いた「ことば」をどんどん覚えて、自

分でも使うことができるようになる。 

●自分から絵本や児童書を読んで楽しむこ

とができる。 

●自分からたくさんの人と関わることで、

コミュニケーション力が向上する。 

 

 

 

 

 

 

 

■生活の中で育てる 

家族の中で会話を楽しむ。 

毎日一緒に生活をしていると、「そこにある

ら。」「ちょっとこれやってやあ。」などで伝わり

ます。でも、物や場所には、名前があります。ま

ずは、小さい時には、しっかりと「ことば」の名

前を耳に入れてあげたいです。物は知っている

けれど、名前を知らないと「ことば」は伸びませ

ん。また、家族が楽しそうに会話すると、子ども

は、話を理解したくなるので、よく聞くように

なります。 

 

絵本など「絵と文字」が書いてある物を見る、

読む。 

 絵本の読み聞かせは、「ことば」や「音韻意識」

が育ちます。初めは、絵だけの本、だんだん簡単

な平仮名も書いてある本へ移っていきます。そ

の時に、絵と平仮名を結びつけるような声掛け

をしていくと、平仮名に興味が出てきます。 

 

 また、昔から伝わる遊びや手遊び歌は、「こと

ば」と「体の動き」が結びつくすばらしい遊びだ

と思います。 

 

 

 

 



 ■通級指導教室の教材 

ことば・音韻意識を育てるために、通級指

導教室で行っている教材を紹介します。是

非参考にしてください。 

 

文字かるた（平仮名、片仮名ど） 

 平仮名や片仮名が一文字ずつ書かれたか

るたを並べて、物の名前にしたり、物の名前

と絵を合わせたりします。かるたは、いろい

ろな大きさや素材がありますが、木製かる

たが長持ちします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ことば手拍子」「抜きことば」「替えことば」

遊び 

 「りんご」と言いながら音に合わせて手を

３回叩きます。「りす」と言いながら音に合

わせて２回叩きます。『「くるま」の「る」を

取ったら何？』『「むかし」の「む」を「お」

に替えたら何？』のようなことば遊びをし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


